
被
災
直
後
の
垂
木
台
地＃

004

平成新山と垂木台地

垂
木
台
地
を
お
そ
う
火
砕
流＃

003

写真: 宇井忠英氏提供
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雲仙岳火山モンスター

【雲仙岳おやまカード】

これは地域を学ぶ火山ジュニアマイスターの子どもたち

が雲仙岳噴火と災害を紹介するカードです。

【カードの作り方】

☆Ａ４厚紙で両面印刷してください

☆点線を切ってカードにしてください

☆左上に丸穴をあけてください

☆カードをリングに通してお使いください
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吉賀  一花
雲仙岳火山ジュニアマイスター

＃004

垂木台地（たるきだいち）
人が入れない火山の近くでは、ヘリコプターによる種
まきが行われました。赤松、ススキ、イタドリなどの植
物が年々標高の高いところまで上がってきています。

火砕流により木々が焼かれた垂木台地では、雨が
ふると山のくぼみに水がたまりました。そのわず
かな水を使ってもとの地面の中に残っていた種が
ねぶきました。その後、自然の力だけではなく、地
域の方々が木を植えて森が回復していきました。

QR

よし      が           いち     か

   か    さい  りゅう　　　　　　　  き      ぎ　　　   や　　　　　　　　 たる     き    だい    ち　　　　　　　  あめ

　　　　　　    やま　　　　　　　　　　　　みず

　　　　　みず　　　つか　　　　　　　　　　　　じ　めん　　　なか　　   のこ　　　　　　　　　   たね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　 し    ぜん　　  ちから　　　　　　　　　　　　　　　　 ち

いき　　   かた がた　　　 き　　　    う　　　　　   もり　　　かい   ふく

［ムービー: 一般社団法人アールイー 辻野貴士氏 作成・協力］
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吉賀  壮志朗
雲仙岳火山ジュニアマイスター

＃002

おしが谷（おしがたに）
垂木台地と稲生山の間につくられた谷。火砕流が何
度も谷をうめておよそ124mも土砂が積もり大地が
大きく変わってしまいました。

噴火前から一年で溶岩が出始め、その翌年にはお
しが谷が土砂でうまり始めました。その後、さらに
溶岩がもり上がり、垂木台地まで土砂が埋まりま
した。谷は火砕流で埋まってしまいました。

QR

よし      が           そう      し      ろう

 ふん     か    まえ　　　　　 いち  ねん　　　よう   がん　　　  で    はじ　　　　　　　　　 よく    とし

　　　　　たに　　　 ど     しゃ　　　　　　　　　   はじ　　　　　　　　　　　　　　　　   ご

 よう  がん　　　　　　　   あ　　　　　　　 たる    き     だい    ち　　　　　　 ど     しゃ　　　   う　

　　　　　　 たに　　　  か    さい りゅう　　　 う高
速
で
山
を
か
け
お
り
る

火
砕
流

島田  紗帆
雲仙岳火山ジュニアマイスター

＃003

火砕流（かさいりゅう）
1991年6月3日の火砕流により、死者・行方不明者43
人の被害が出ました。さらに1993年6月23日の火砕
流でも1人が亡くなりました。

地下からあがってきたマグマが地表でもりあがり
溶岩ドームとなりました。さらにドームに割れ目が
できてくずれ落ちてきました。その結果、溶岩や火
山灰、火山ガスが一緒に時速100キロものスピー
ドで山をかけおりる火砕流がおきました。

QR

写真: 大河憲二氏提供

しま　 だ　　　さ　   ほ

   ち      か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　ひょう

よう  がん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    わ　　　   め

　　　　　　　　　　　　　    お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  けっ    か　　　よう  がん　　　 か

ざん  ばい　　  か    ざん　　　　　　　    いっ   しょ　　　   じ     そく

　　　　    やま　　　　　　　　　　　　　　　か　さい  りゅう

長
崎
県
最
高
峰

平
成
新
山

中村  浩子
雲仙岳火山ジュニアマイスター

＃001

平成新山（へいせいしんざん）
長崎県島原半島の中央にそびえる県内で最高峰の標
高1,483mの山です。平成の時代に新しくできた山で
あることから、平成新山と名付けられました。

赤色部分が噴火でもり上がったところです。下には
噴火前の山が隠れています。溶岩の厚さはあつい
ところで約250mに達しました。噴火で大地が劇
的に変わったことが分かります。

QR

なか    むら         ひろ      こ

あか  いろ    ぶ    ぶん             ふん     か　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 した

ふん    か    まえ　　　やま　　　かく   　　　　　　　　　　　　　 よう  がん　　　あつ

　　　　　　　　    やく                                         たっ　　　　　　　　　　　  ふん    か　　　  だい    ち　　　  げき

てき　　　 か　　　　　　　　　　　　　　　 わ

［ムービー: 一般社団法人アールイー 辻野貴士氏 作成・協力］

噴火災害を乗り越えた森：垂木台地

長崎県雲仙普賢岳の平成の噴火では溶岩や火山灰が火山ガス
と一緒に猛スピードで山をかけおりる「火砕流」が起きました。
森の木々は一瞬のうちになぎたおされ、焼き尽くされました。 
その後、人々がいろいろな工夫をしながら森をよみがえらせて
きました。

ふん     か      さい   がい     　　   の　   　    こ    　　　　　  もり　　  たる      き     だい     ち

なが  さき  けん   うん   ぜん   ふ     げん  だけ            へい  せい            ふん    か　　　　　　よう   がん　　　  か    ざん  ばい     　　 か    ざん

　　 いっ   しょ　　　もう　　　　　　　　　　　　やま　　　　　　　　　　　　　　　　   か    さい  りゅう　　　　　お

　　　　　 ご　　   ひと   びと　　　　　　　　　　　　　　　く　 ふう　　　　　　　　　　　　  もり

平成新山

垂木台地

1792年溶岩流

焼山

平成新山ネイチャーセンター
写真：Google Earth画像に加筆

へいせいしんざん

ねんようがんりゅう

やけやま
たる  き  だい   ち

へいせいしんざん

もり　　　  き      ぎ　　　  いっ しゅん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　　　   つ

※表紙のキャラクターは災害モンスター研究所より提供いただきました


